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○議事日程（第２号） 
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制定することについて 

日程第 ３ 議案第１７号 オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについて 

日程第 ４ 議案第１８号 東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
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（午前１０時００分 開議） 

議長（板寺正範君） 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、議案第１５号、東庄町公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについて、日程第２、議案第１６号、東庄町公民館使用料

徴収条例の一部を改正する条例を制定することについて、以上２案を一括議題とし

ます。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、一括議題となりました議案第１５号、東庄町公民館設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例を制定することについて及び議案第１６号、東庄町

公民館使用料徴収条例の一部を改正する条例を制定することについて提案理由を申

し上げます。 

 本案件は、東庄町公民館石出分館の利活用を進めるため、用途を廃止し、教育財

産から普通財産に変更をするにあたり、関連する条例について所要の改正を行うも

のでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 生涯学習担当課長、郡伸明君。 

生涯学習担当課長（郡 伸明君） 

 議案第１５号、東庄町公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を

制定することについて内容の説明を申し上げます。 

 本年１月６日に開催されました東庄町空き公共施設利活用庁内検討会議において、
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東庄町公民館石出分館の利活用について検討した結果、放課後等デイサービス事業

に利用することとなりました。 

 また、東庄町公民館石出分館に設置されている教育支援センターにつきましては、

旧橘小学校の１室に移設いたします。 

 今回の改正は、東庄町公民館石出分館の利活用を進めるため、用途を廃止し、教

育財産から普通財産に変更するにあたり、関連する条例について所要の改正を行う

ものです。 

 参考資料の２４ページ、新旧対照表をご覧ください。 

 改正箇所は、別表第２の表から東庄町公民館石出分館の項を削るものであります。 

 続きまして、議案第１６号、東庄町公民館使用料徴収条例の一部を改正する条例

を制定することについての内容の説明を申し上げます。 

 参考資料の２５、２６ページの新旧対照表のうち、２６ページをご覧ください。 

 本条例は、公民館の使用料徴収について定めたものですが、今回の改正は、先程

ご説明申し上げました東庄町公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う

ものであり、別表から石出分館の部を削るものです。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 初めに、議案第１５号、東庄町公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号、東庄町公民館使用料徴収条例の一部を改正する条例を制定

することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

 日程第３、議案第１７号、オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１７号、オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについて提案理由を申し上げます。 

 本案件は、オーシャンプラザ利用時の損害賠償及び事故の責任について本条例に

規定されていなかったことから、規定を追加するため所要の改正を行うものでござ

います。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第１７号、オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を
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改正する条例を制定することについて内容の説明を申し上げます。 

 今回の主な改正は、町長の提案理由にございましたように、オーシャンプラザ利

用時の損害賠償及び事故の責任について本条例に規定されていなかったことから、

規定を追加するため所要の改正を行うものでございます。 

 恐れ入りますが、参考資料の２７ページ、新旧対照表の左側の改正案をご覧いた

だきたいと存じます。 

 第７条第１項の改正は、利用許可申請書をオーシャンプラザ利用許可申請書に、

同条第３項の改正は、利用許可書をオーシャンプラザ利用許可書に改めるものでご

ざいます。 

 次に、第１０条を第１１条とし、第１０条に損害賠償及び事故の責任の規定を新

たに加えるものでございます。 

 恐れ入りますが、議案書の８４ページをご覧いただきたいと存じます。 

 最下段に記載のとおり様式１号及び様式２号を８５ページ、８６ページのとおり

改めるものでございます。 

 様式第１号及び様式第２号の改正は、令和２年７月７日、総務省自治行政局長通

知、地方公共団体における書面規制、押印、対面規制の見直しについてにより、デ

ジタル時代に向けた規制制度の見直しの一環として、押印の見直しに積極的に取り

組むことが望まれるとの技術的助言があったことにより改正するものでございます。 

 ８５ページをご覧ください。 

 様式第１号は、下段に返却確認者印と記載されていたものを返却確認者に改め、

８６ページをご覧ください、様式第２号の改正は、上段にあります施設担当課長の

右側に印の記載があったものを削除したものでございます。 

 ８７ページをご覧ください。 

 附則についてですが、この条例は令和７年４月１日から施行するものでございま

す。 

 以上でオーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについての説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど、お願

い申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
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 １３番、山崎ひろみ君。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 そもそもすみません、認識不足での質問になるかもしれませんが、オーシャンプ

ラザは、現在、社会福祉協議会はもちろん、シルバーの事務局にもなっていて、後

ろの研修室は町でいろいろな行事をする時に研修室として利用すると思うんですけ

れども、一般町民に貸し出すということはあり得るんですか。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 オーシャンプラザにつきましては、現在、シルバー人材センターと社会福祉協議

会とリハビリの部屋がございます。あと、残り、先程お話があったようなヘルパー

研修室という空き部屋というか、会議をするような部屋があるんですけれども、そ

こについては貸出しもあり得るということになっております。 

 ただ、私が知る限りでは、今まで借りたいという方が来たことはないような状況

になっております。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 １３番、山崎ひろみ君。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 その場合の利用料というか、使用料は徴収しますか。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 利用料につきましては、現在、手元に資料がないので何とも言えないのですけれ

ども。今お答えすることが出来ません。 

 以上です。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 承知しました。 

議長（板寺正範君） 

 他にありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第１７号、オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案第１８号、東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１８号、東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて提案理由を申し上げま

す。 

 本案件は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係

法律の整備に関する法律の施行によりまして、栄養士法が改正されたことに伴い、

所要の改正を行うものでございます。 
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 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第１８号、東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて、内容の説明を申し上

げます。 

 町長の提案理由にございましたように、地域の自主性及び自立性を高めるための

改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、栄養士法の改

正が行われ、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士になることが可能となったもの

で、これを受けまして、国が策定しております家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準では、栄養士の配置を求めていた規定について、栄養士免許を有しない

管理栄養士を配置した場合についても、当該要件を満たすことが出来る旨の改正が

行われました。 

 今回の改正は、国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準は、地方公共

団体が条例で当該施設の基準を定める際に従うべき基準とされているため、本条例

の改正が必要となったことから、所要の改正を行うものでございます。 

 恐れ入りますが、参考資料２８ページの新旧対照表、左側の改正案をご覧くださ

い。 

 下段にあります第１６条第１項第２号の改正は、家庭的保育事業者等の利用乳幼

児に対する食事の提供を家庭的保育所等外で調理し、搬入する方法により行う際に

求めている管理栄養士による必要な配慮について、管理栄養士を追加する改正でご

ざいます。 

 恐れ入りますが、議案書の８９ページをご覧いただきたいと存じます。 

 附則についてですが、この条例は令和７年４月１日から施行するものでございま

す。 

 以上で東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例を制定することについての説明終わらせていただきます。よろしく

ご審議のほど、お願い申し上げます。 



－78－ 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ９番、大網正敏君。 

９番（大網正敏君） 

 とても勉強不足で申し訳ないんですけれども、家庭栄養士につきまして、もう少

し説明してもらってよろしいでしょうか。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 ただいまのご質問は栄養士についてでしょうか。 

議長（板寺正範君） 

 ９番、大網正敏君。 

９番（大網正敏君） 

 ここでいう、家庭栄養士ということなので、家庭栄養士とは何かということで、

管理栄養士、すみません、そこのところの説明をお願いします。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 管理栄養士につきましては、管理栄養士国家試験というものがございまして、栄

養士の免許を受けた者が受験者資格があるという形になっておりまして、その試験

に合格した者が管理栄養士という形になっております。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 ９番、大網正敏君。 

９番（大網正敏君） 

 分かりました。栄養士から管理栄養士の試験を受けるという、ちょっと上の資格

だということで、はい、分かりました。どうもすみません。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 
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 すみません、ちょっと言葉足らずでございました。従前は、国家試験の管理栄養

士の試験を受けて、合格した者が管理栄養士という形ですけれども、栄養士免許が

なくても管理栄養士養成施設卒業者等は、管理栄養士となるという形になっており

ますので、そういう２パターンですね。管理栄養士の試験を受けた者と、そういう

養成施設の卒業者についても管理栄養士となるという形になっております。 

 以上です。 

９番（大網正敏君） 

 分かりました。 

議長（板寺正範君） 

 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第１８号、東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第１９号、東庄町火入れに関する条例の一部を改正する条例を制

定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 
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議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１９号、東庄町火入れに関する条例の一部を改正する条例を制

定することについての提案理由を申し上げます。 

 現在、町では令和７年４月から押印省略に向けて必要な手続きを進めております

が、現行の本条例は施行規則がなく、条例の中で申請様式等で規定されており、申

請書には押印をするように定めております。今回の改正は、押印様式を新たに制定

する規則に委任し、押印省略を進めるべく、所要の改正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 それでは、議案第１９号、東庄町火入れに関する条例の一部を改正する条例につ

いての内容をご説明いたします。 

 東庄町火入れに関する条例は、森林及び森林から１キロメートル以内で火入れを

行う場合は、森林法第２１条に基づく許可や手続き等の必要な事項を平成３年３月

に定めたものです。 

 町長から提案理由がありましたが、現行の条例は施行規則がなく、条例の中に申

請様式等が規定されており、申請書には押印をするよう定めております。 

 現在、町では令和７年４月から押印を省略するための必要な手続きを進めており

ます。そのため、今回の改正は施行規則を新たに制定し、規則で規定すべきものは

規則で定め、併せて申請書等の押印を廃止するものでございます。 

 それでは恐れ入りますが、参考資料の２９ページをお願いいたします。 

 東庄町火入れに関する条例の新旧対照表をご覧ください。第２条の関係でありま

すが、許可申請を規定する条文です。現行の条例では、申請する様式、添付書類を

規定しておりましたが、改正案では、規則を定めて委任するものです。 

 次に、現行第４条は、同じく規則で規定するために削除するものです。 
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 現行第９条については、許可証の返納を求めておりましたが、返納を求めないこ

ととし、削除をしております。 

 その他文言の修正を行い、最後のページでは、条例の中に規定されていた様式第

１号、様式第２号を削除しております。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第１９号、東庄町火入れに関する条例の一部を改正する条例を制定すること

についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第２０号、財産の無償貸付についてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 
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 それでは、議案第２０号、財産の無償貸付について提案理由を申し上げます。 

 本年１月６日に開催をいたしました東庄町空き公共施設等利活用庁内検討会議に

おきまして東庄町公民館石出分館の利活用について検討した結果、放課後等デイサ

ービス事業に利用することに決定し、民間事業者に運営していただくことになりま

した。 

 本事業は事業者に土地及び建物を無償貸付して行うものであり、地方自治法第９

６条第１項第６号の規定により議会の議決が必要となるため、提案させていただい

たものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第２０号、財産の無償貸付について内容の説明を申し上げます。 

 議案書９３ページをお開きください。 

 東庄町石出分館につきましては、２月の全員協議会において行政執行上の報告で

も説明させていただきましたが、本年１月６日に開催いたしました東庄町空き公共

施設等利活用庁内検討会議において東庄町公民館石出分館の利活用について検討し

た結果、放課後等デイサービス事業に利用することに決定し、民間事業者に運営し

ていただくこととなりました。 

 放課後等デイサービスにつきましては、公設での設置は難しいことから、民間の

事業者の誘致を検討していたものでございます。 

 事業の運営につきましては、県外で大きく事業を展開している株式会社サシノベ

ルテを誘致する予定でございますが、開設に伴う修繕費等についても全て当該事業

者が負担していただけるということでございますので、土地及び建物については無

償で貸し付ける契約としたいと考えております。 

 本事業は、事業者に土地及び建物を無償貸付して行うものでございますので、地

方自治法第９６条第１項第６号の規定により議会の議決が必要となるため、提案さ

せていただくものでございます。 

 今回貸し付ける財産は、グラウンドを含めた土地と公民館、倉庫を含めた全ての
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建物となっております。 

 ９４ページをお願いします。 

 貸付の相手方でございますが、茨城県桜川市真壁町飯塚１００６番２号、株式会

社サシノベルテ、代表取締役久保田嘉郎。 

 無償貸付の期間は、貸付契約締結の日から１０年間とし、貸付期間の満了する２

ヶ月前までに町が契約の変更等に関し特段の意思を表示しない場合には、契約を更

に５年間更新するものでございます。 

 契約の時期でございますが、今後、事業者との協議にもよりますが、なるべく早

く開設したいため、今月中に契約したいと考えております。 

 以上で財産の無償貸付についての説明を終わります。よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ９番、大網正敏君。 

９番（大網正敏君） 

 すみません、少しお伺いします。 

 これは無償貸付ということなので、どうなのでしょうか、事業報告とかそういう

のはもらうような形になっているんでしょうか。１０年間そのまま貸し付けて、そ

のままになってしまうのか、それとも１年ごとに事業報告を受けるのか、ちょっと

そこら辺、教えてください。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 こちらの放課後等デイサービスとしての株式会社サシノベルテへの無償貸付です

けれども、現状、まだそこまで検討はしておりませんので、今後、契約する際、詳

細をまた詰めていくことになるかと思いますが、その時に検討したいと考えており

ます。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 ９番、大網正敏君。 
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９番（大網正敏君） 

 分かりました。今後の契約の時ということで、出来たら１年ごとに事業報告を受

けたりして、どういう活動をしたり、どういう営業成績だったかというのを報告し

てもらいたいなと思います。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 １０番、佐久間義房君。 

１０番（佐久間義房君） 

 建物そのものは結構古いと思うんですけれども、大体、耐久年数はあとどのくら

いもつのかなと。それと天災が起きて建物が壊れた場合、その修復は町が行うのか、

借りている方が行うのか、その辺のところを明確にお願いします。 

議長（板寺正範君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それではお答えします。 

 耐用年数でございますが、木造建築でございますので、特に法律的な定めはあり

ませんので、適宜修繕しながら耐久性は伸びていくものと考えます。 

 また、天災等で大きな破損があった場合ということでございますが、建物本体に

大きな損傷が出た場合は、やはり持ち主である役場で修繕するか、廃止して取り壊

すかを判断することとなろうかと思います。 

 よろしくお願いします。 

議長（板寺正範君） 

 １０番、佐久間義房君。 

１０番（佐久間義房君） 

 建物に関しては分かりましたけれども、設備に関してはどうなんでしょうか。エ

アコンだとか、その辺、設備に対しての、壊れて何かする場合は、借主が負担する

のか、町が負担するのか、その辺も少しお願いします。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 
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 今回の貸付につきましては、建物本体については町の方で修繕、大きなもので修

繕が必要な場合は町で行いますけれども、内部につきましては、全て事業者側の負

担となっております。ですので、これから事業を行うにあたっても改修が必要にな

ってはいますけれども、そこも含めて、内部については全部事業者の負担で修繕を

行います。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第２０号、財産の無償貸付についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午前１０時５０分からとします。 

（午前１０時４０分 休憩） 

（午前１０時５０分 再開） 

議長（板寺正範君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ここで先程の山崎議員の質問に対し、健康福祉課長より答弁の申し出があります

ので、これを許します。 
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 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、先程の山崎議員のご質問に対してのご説明をしたいと思います。 

 オーシャンプラザにつきましては、高齢者の広い知識、知恵、経験を生かして社

会参加することにより、高齢者の健康増進と生きがいの創造を目的としてオーシャ

ンプラザが設置されておりますので、そちらの要件に該当するような団体等にお貸

しする形になると思います。 

 その中で、営利を目的とした行為等には許可をしないという形になっております。

オーシャンプラザ設置及び管理に関する条例の中で、利用料金についての定めがな

いという形になっておりますので、利用申請が上がって、許可出来るものについて

は無償で貸し出すという形になっております。 

 以上です。 

議長（板寺正範君） 

 日程第７、議案第２１号、令和６年度東庄町一般会計補正予算（第７号）から日

程第１０、議案第２４号、令和６年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）

まで、以上４案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、ただいま一括議題となりました議案第２１号から議案第２４号まで、

一般会計及び特別会計３件の補正予算につきまして提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第２１号、令和６年度東庄町一般会計補正予算（第７号）の提案理

由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，０７３万３，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億２１５万４，０００円とするも

のであります。 

 また、第２条、繰越明許費で翌年度に繰り越して使用することが出来る経費を定
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めております。 

 歳出の主な補正内容でございますけれども、民生関係におきまして、保育事業に

係る国の基準となる公定価格が改定されたことに伴う追加費用を増額補正しており

ます。衛生関係では、新型コロナワクチン接種事業の事業費確定に伴う返還金につ

いて新規計上をいたしました。教育関係では、旧学校給食センターの跡地利用に伴

い、近接の土地に付け替え道路が必要となることから、整備関係費用について新規

計上しております。基金関係では、奨学基金や減債基金への積立について新規計上

しております。 

 歳入につきましては、普通交付税、国・県補助金、財政調整基金繰入金などの増

額補正を行い、町債について減額補正を行っております。 

 また、歳入が歳出に不足する分につきましては、繰越金を補正しております。 

 続いて、議案第２２号、令和６年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７９万３，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億４２２万８，０００円とするもので

ございます。この補正につきましては、国保東庄病院への繰出金の増額を盛り込む

ものであります。 

 続いて、議案第２３号、令和６年度東庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，６７４万９，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３，０８３万円とするものでござ

います。この補正につきましては、後期高齢者医療保険料の増額に伴う保険料負担

金の増額を盛り込むものであります。 

 続いて、議案第２４号、令和６年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）

について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５５０万円を追加いたしまして、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億２，２０１万５，０００円とするも

のでございます。 

 主な補正の内容でございますけれども、歳出で介護予防、生活支援、サービス事

業費の増額補正をするものでございます。財源といたしましては、繰越金をもって
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充てるものでございます。 

 以上、議案第２１号から議案第２４号までの提案理由を申し上げました。 

 詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決くださ

いますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 それでは、議案第２１号、令和６年度東庄町一般会計補正予算（第７号）の内容

について説明させていただきます。 

 歳出予算から申し上げますので、議案書の１０４ページをお願いいたします。 

 ２款・総務費、２項１目・税務総務費の３節・時間外勤務手当７０万円。確定申

告業務について、定額減税の実施により事務負担が増加することなどによる増額補

正となります。 

 続きまして、３款・民生費、１項４目・地域包括支援センター費の１８節・介護

予防サービス計画給付費負担金４０万円。支援対象者の増加により負担金が不足す

ることから増額補正するものです。財源については、全額サービス計画費収入によ

り補填されます。 

 ２項２目・児童措置費、１２節・保育事業委託料４１８万円。保育事業の国の基

準による公定価格が改定されたことに伴う追加費用です。こちらの財源は国２分の

１、県４分の１の負担がございます。 

 同節・妊婦支援給付金対応システム改修委託料７５万９，０００円。妊婦支援給

付金制度が令和７年度から開始されることに伴うシステム改修経費となり、全額国

庫補助となります。 

 続きまして、４款・衛生費、１項２目・予防費、２２節・新型コロナウイルスワ

クチン接種事業国庫補助金等返還金９６７万１，０００円。令和５年度のワクチン

接種事業の事業費確定に伴う精算となります。 

 次に、５款・農林水産業費、１項２目・農業総務費、８節・普通旅費２万３，０

００円。高病原性鳥インフルエンザの防疫対応に伴う増額補正となり、全額県補助

となります。 

 次の７目・ふれあいセンター費から、１０５ページに移りまして、９款・教育費、
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３項・中学校費までは財源振替を行っております。こちらは歳出額に変更がなく、

財源の変更のみを行うものとなります。こちらについては、この後、歳入予算の中

でご説明させていただきます。 

 続きまして、９款・教育費、６項３目・学校給食費の合計１，０００万円。旧東

庄町給食センターの近隣の土地に付け替える道路が必要となることから、整備費を

新規計上しております。 

 こちらの概要につきましては、旧東庄町給食センターの跡地利活用に際し、旧給

食センター敷地内に法定外公共物である赤道が含まれていることが分かりました。

払下げを行う跡地利活用につきまして、この赤道を用途廃止する手続きが必要とな

り、赤道の用途廃止に当たりましては、近隣の関係者に対して新たな進入路の確保

が必要となります。このようなことから、進入路としての付け替え道路を整備する

費用を新規計上したものでございます。 

 続きまして、１２款・諸支出金、１項１目・基金費、２４節・奨学基金積立金２

００万円。指定寄附を受けて奨学事業に活用する基金の積立となります。 

 同節・減債基金積立金２，３００万円。普通交付税の増額に伴う減債基金への積

立となります。国からの通知により実施するもので、令和７年、８年度の普通交付

税から公債費償還額の一部が減額予定であり、減額相当分について、令和６年度の

普通交付税が増額となったことから、減債基金へ積立をするものであります。 

 次に、歳入について申し上げます。お手数ですが、議案書の１０２ページをお願

いいたします。 

 １１款・地方交付税、１項１目１節・普通交付税９，３２４万３，０００円。普

通交付税について、地方公務員の給与改定などに伴う追加交付があったことから増

額補正をするものです。補正後の普通交付税総額といたしましては、２１億８，３

２４万３，０００円となり、前年度比で７，７０９万２，０００円、３．７％の増

となります。 

 続きまして、１５款・国庫支出金、１項１目２節・子どものための教育・保育給

付費給付費国庫負担金２０８万９，０００円。歳出の民生費で申し上げました保育

事業委託料に対する国庫負担金です。 

 ２項２目３節・妊婦のための支援給付７５万９，０００円。歳出補正の民生費で

申し上げました妊婦支援給付金対応システム改修委託料に対する国庫補助金です。 
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 １６款・県支出金、１項２目・民生費県負担金の合計１０４万４，０００円につ

いては、先程、国庫負担金で申し上げました同名負担金と同様の県負担金となりま

す。 

 ２項４目７節・家畜防疫対応補助金２２万３，０００円。歳出補正の農林水産業

費で申し上げました、鳥インフルエンザの防疫対応に対する県補助金で、既存の時

間外勤務手当等へも一部財源振替を行っております。 

 続きまして、１８款・寄附金、１項２目１節・指定寄附金として、教育関係で２

００万円。こちらは東洋合成工業株式会社千葉工場様より歳出予算、教育費の奨学

基金の原資として寄附をいただいております。 

 続いて、１９款・繰入金、２項３目１節・財政調整基金繰入金５，０００万円。

財政状況により財源確保のため繰り入れるものです。この後ご説明する過疎対策事

業債ソフト分に係る起債の借入配分額の減少などに伴い、財源を確保するものです。

これにより、繰入後の財政調整基金の残高見込みといたしましては、１３億６，５

８５万１，０００円となります。 

 一つ飛ばしまして、２１款・諸収入、５項３目１節・介護予防サービス計画費収

入２００万円。歳出補正の民生費で申し上げました同名負担金に対する計画費の収

入です。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 ２２款・町債、１項１目１節・臨時財政対策債、マイナス２，５００万円。将来

の公債費負担の軽減を図るため、今年度は借入れを行わないことといたしました。 

 ２目１節・過疎対策事業債、ソフト分、マイナス２，５００万円及びハード分、

マイナス６，７９０万円。ソフト分につきましては、国から配分額が示されたこと

により減額補正となります。こちらは歳出予算の小学校費、中学校費で財源振替を

行っております。また、ハード分につきましては、事業費の精査等により発行額が

減少しております。こちらは歳出予算のふれあいセンター費、道路維持費、道路新

設改良費、公園費で財源振替を行っております。 

 最後に、歳入が歳出に不足する１，８８７万５，０００円につきましては、２０

款・繰越金の前年度繰越金を補正するものです。 

 続いて、９８ページの第２表をお願いいたします。 

 第２条の繰越明許費として、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づき、翌年
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度に繰り越して使用することの出来る経費を定めるものです。 

 ９件ございます。まず、３款１項・価格高騰支援給付金事業８３２万８，０００

円。非課税世帯を対象とした給付金について、振り込み事務等に期間を要すること

による繰越となります。 

 ２項・妊婦支援給付金対応システム改修事業７５万９，０００円。先程、歳出補

正、民生費で申し上げました費用となります。国の動向を踏まえたシステム仕様の

構築に期間を要することによる繰越となります。 

 ４款１項・新型コロナウイルスワクチン接種事業３３９万円。ワクチン接種事業

の繰越となります。請求事務等に期間を要することによるものです。 

 ５款１項・農道舗装改修工事５８０万円。電柱移転の遅延による繰越となります。 

 同項・ふれあいセンター維持補修工事４，７１９万円。こちらは財源となる過疎

対策事業債の協議に期間を要したことによる繰越となります。 

 ７款２項・道路維持工事１，８６９万９，０００円。工事３本、突発的に発生し

た修繕対応や特注品の納期の遅延による繰越となります。 

 同項の道路改良工事、こちらは５，２５５万円。こちらも町道工事３本、特注品

の納期の遅延や土地買収に係る手続きに期間を要したことによる繰越となります。 

 ４項・公園新設工事３，０００万円。基本計画の策定に不測の日数を要したこと

による繰越となります。 

 ９款６項・付替道路整備事業１，０００万円。先程、歳出補正、教育費で申し上

げました旧給食センター付近の付替道路の整備について期間を要することから繰り

越しするものです。 

 続いて、第３条・地方債の補正です。９９ページの第３表をお願いいたします。 

 歳入補正で申し上げました地方債について、変更及び廃止をしております。 

 １の変更ですが、過疎対策事業債ソフト分について、６，０００万円から２，５

００万円に減額して、３，５００万円としております。 

 次に、過疎対策事業債ハード分は４億１，３００万円から６，７９０万円減額し、

３億４，５１０万円としております。 

 続いて、２の廃止ですが、臨時財政対策債２，５００万円について廃止をしてお

ります。 

 以上で一般会計補正予算(第７号)の説明を終わらせていただきます。よろしくご
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審議のほど、お願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 答弁の途中ですけれども、ここで暫時休憩とします。 

（午前１１時１８分 休憩） 

（午前１１時１９分 再開） 

議長（板寺正範君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第２２号、令和６年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）につきまして内容の説明を申し上げます。 

 恐れ入りますが、議案書の１１３ページをお願いいたします。 

 初めに歳出でございます。 

 ８款３項１目・直営診療施設勘定繰出金３７９万３，０００円は、東庄病院が実

施する救急医療の安定的な運営を目的とした夜間及び休日における日直・当直医師

の確保のための事業において、対象経費の３分の２が県・国保特別調整交付金によ

る財政措置の対象となる見通しとなったため、当該措置分を国保東庄病院事業会計

に繰り出すものでございます。 

 続いて歳入でございます。議案書の１１２ページにお戻りいただきたいと思いま

す。 

 ５款１項１目２節・特別交付金３７９万３，０００円は、歳出における直営診療

施設勘定繰出金の財源となっております。 

 続いて、議案第２３号、令和６年度東庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきまして内容の説明を申し上げます。 

 議案書の１１８ページをお願いいたします。 

 初めに歳出でございます。 

 ２款１項１目・後期高齢者医療広域連合納付金１，６７４万９，０００円は、被

保険者から納付された保険料を財源とする千葉県後期高齢者医療広域連合への納付

金でございます。 

 今年度は団塊の世代の後期高齢者への移行により保険料の納付額を広域連合が昨
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年度末に積算し、本町で当初予算額に計上した額を上回ることが見込まれることか

ら増額計上するものでございます。 

 なお、この納付金の財源は全額が歳入の保険料収入であり、被保険者から納付さ

れた保険料の実績分を納付金として支出するため、町の財政負担が増加することは

ございません。 

 続いて歳入でございます。議案書の１１７ページにお戻りいただきたいと思いま

す。 

 １款１項・後期高齢者医療保険料１，６７４万９，０００円、歳出の財源となる

保険料の増額計上分でございます。うち１目・特別徴収保険料では、年金から特別

徴収分として３７５万９，０００円、２目の普通徴収保険料としては、それ以外の

納付分として１，２９９万円をそれぞれ計上しております。 

 以上で議案第２２号及び第２３号の説明を終わります。よろしくご審議をお願い

いたします。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、続きまして、議案第２４号、令和６年度東庄町介護保険特別会計補正

予算（第３号）について内容をご説明申し上げます。 

 議案書の１２３ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 ３款・地域支援事業費、増額補正５５０万円は、要支援の通所型サービス利用者

が増加したことによる不足分を増額補正するものでございます。 

 以上の結果、歳出補正額は５５０万円の増額、歳出合計で１６億２，２０１万５，

０００円となります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。１２２ページをお願いいたしま

す。 

 ８款・繰越金５５０万円の増額補正は、歳出補正で計上した３款・地域支援事業

費５５０万円の財源として繰越金を充当するものでございます。 

 以上の結果、歳入補正額は５５０万円の増額、歳入合計で１６億２，２０１万５，

０００円となります。 
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 以上で令和６年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）の説明を終わりま

す。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 初めに、議案第２１号、令和６年度東庄町一般会計補正予算（第７号）を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号、令和６年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２３号、令和６年度東庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号、令和６年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

（午前１１時２８分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

議長（板寺正範君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第１１、議案第２号、令和７年度東庄町一般会計予算から日程第１８、議案

第９号、令和７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算まで、以上８案を一

括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（板寺正範君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、令和７年度東庄町一般会計及び特別会計並びに企業会計、合わせて８

会計の予算をご審議いただくにあたりまして、予算の編成方針を申し上げます。 

 まず初めに、我が国の経済情勢についてですが、令和７年１月の内閣府月例経済

報告によりますと、景気は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復していると

されております。 
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 続いて、国の令和７年度予算のポイントですが、賃上げと投資が牽引する成長型

経済へ移行するための予算として編成をされております。政府案における一般会計

の予算規模は１１５兆５，４１５億円、前年度と比べ２兆９，６９８億円、２．６％

の増となっております。 

 歳入のうち税収は前年度と比べ１２．７％増の７８兆４，４００億円、公債金は

前年度と比べ１９．２％減の２８兆６，４９０億円となり、税収の増加により公債

依存度が低くなっております。 

 また、令和７年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度においては令和７年

度の国内総生産は６２９兆３，０００億円、名目成長率は２．７％、実質成長率は

１．２％と見込まれているところでございます。このような状況の中で当初予算編

成ですが、大枠として、第６次東庄町総合計画に基づき事業を積極的に展開をして

まいります。 

 また、事業の選択と集中として、行政的な需要が高い事業や東庄町の強みを生か

した事業について的確に対応する予算編成といたしました。細部の予算執行に当た

って経費節減を行い、健全な財政運営に努めてまいりたいと考えております。よろ

しくお願いを申し上げます。 

 それでは、令和７年度一般会計予算の内容について提案理由を申し上げます。 

 一般会計予算の総額は６６億６，０００万円となりまして、前年度当初予算と比

べますと１億６，３００万円、率で２．５％の増となっております。 

 続いて、主な事業について申し上げます。 

 総務関係では、設備の老朽化、そして省エネルギー対策として、役場庁舎におけ

る空調設備更新や照明のＬＥＤ化事業を新規計上しております。 

 また、各地区における支援として、防犯灯、ごみ集積場の維持管理に関する助成

金について充実を図っております。 

 加えて、デジタル推進事業といたしまして、庁内業務プロセスの見直しにより、

業務効率化を図ってまいります。 

 次に、民生関係でございますけれども、障害者等への寄り添った福祉施策を行う

ための経費を計上しております。 

 また、子育て支援として、出産祝金、小・中学校入学祝金を引き続き計上してお

ります。 
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 環境関係では、太陽光発電システムなどの脱炭素化のための住宅用設備等設置補

助金、合併処理浄化槽設置補助金について引き続き措置してまいります。 

 衛生関係では、高校生世代までの医療費の無料化、子供や妊婦に対するインフル

エンザ予防接種をはじめとした各種の予防接種費用の助成を引き続き計上しており

ます。 

 農林業関係では、新規需要米等補助金、そしてまたＣＳＦワクチンの助成など、

農業への補助を引き続き計上しております。 

 土木関係では、安全安心なまちづくり事業として、引き続き道路改良、そして舗

装事業を実施してまいります。 

 加えて町独自の新たな移住・定住支援といたしまして、住宅取得補助金を新規計

上しております。こちらは住宅の取得条件により、最大１００万円を交付するもの

となり、少子化対策や、そして地域経済の活性化を一層強化してまいります。 

 教育関係では、子供達を熱中症のリスクから守る事業といたしまして、小学校体

育館、中学校武道場、こども園なかよしルームについて空調設備の新設更新を考え

ております。 

 加えて、中学校体育館について空調対策も含めた老朽化対策として、設計業務を

実施いたします。 

 また、小中学校におきましては、令和７年度末に更新時期を迎えるタブレット端

末の更新事業について、債務負担行為を設定しております。 

 加えて、町民の利便性の向上のため、公民館の夜間開放日数の充実や図書館の開

館時間を延長し、役場庁舎と合わせて公民館のＬＥＤ化により、省エネ対策も行っ

てまいります。 

 また、本年は町制施行７０周年となる節目の年であります。式典関係、そしてま

たドローンを用いた記念イベントなど、町民と共に７０年の節目をお祝い出来る記

念事業を展開してまいります。 

 以上、主な事業について申し上げました。 

 また、歳入につきましては、国・県補助金、そして過疎対策事業債など財政措置

が大きいものを有効に活用してまいります。 

  続きまして、議案第３号、令和７年度東庄町国民健康保険特別会計予算につい

て提案理由を申し上げます。 
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 歳入歳出の総額はそれぞれ１６億３，１３３万２，０００円で、前年度比マイナ

ス９５６万４，０００円、０．６％の減額予算となっております。 

 減額の主な要因でありますが、被保険者数の減少に伴う関連支出額の減額であり

ます。 

 続いて、議案第４号、令和７年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算について提

案理由を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額はそれぞれ２億２，５２０万４，０００円で、前年度比８１

３万１，０００円、３．７％の増額予算となっております。 

 増額の主な要因でありますが、被保険者数の増加に伴う後期高齢者医療広域連合

へ納付金の増額であります。 

 続きまして、議案第５号、令和７年度東庄町食肉センター特別会計予算について

提案理由を申し上げます。 

 食肉センターの収入の基本となりますと畜総数は、前年度と同等の９万７，００

０頭を見込み、歳入歳出で１億６，２３０万８，０００円となっております。 

 一方、歳出では、施設指定管理者であります東庄町食肉センター事業協同組合に

支払う業務管理委託料として９，３９９万６，０００円、財政調整基金への積立と

して４，０７４万円、一般会計への繰出金として１，０００万円を計上し、歳出総

額も１億６，２３０万８，０００円とするものでございます。 

 続きまして、議案第６号、令和７年度東庄町訪問看護ステーション特別会計につ

いて提案理由を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，５５７万円と定めるものでございま

す。前年度と比較しますと１７７万２，０００円、５．２％の増と見込んでおりま

す。 

 増額の主たる要因でありますが、人件費の増によるものでございます。 

 続きまして、議案第７号、令和７年度東庄町介護保険特別会計予算について提案

理由を申し上げます。 

 令和７年度は第９期東庄町介護保険事業計画３ヶ年の２年目に当たります。歳入

歳出の総額を歳入歳出それぞれ１５億５，４６７万５，０００円と定めるものでご

ざいます。 

 前年度と比較しますと、２，０８２万１，０００円、１．４％の増と見込んでお
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ります。 

 続きまして、議案第８号、令和７年度東庄町水道事業会計予算について提案理由

を申し上げます。 

 初めに業務の予定量といたしまして、年度末給水戸数４，０２７戸、年間総給水

量を１４９万６，４１４立米と見込み予算編成を作成いたしました。収益的収入及

び支出予算の収入では４億３，７５３万１，０００円で前年度比１万８，０００円

の増、支出では４億３，４２７万７，０００円で、前年度比２８１万２，０００円

の増となり、３２５万４，０００円の黒字編成となっております。 

 次に、資本的収入及び支出予算の収入はなく、支出では２億１，０２６万５，０

００円で、前年度と比較し３，２６２万７，０００円の増額となっております。 

 なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、内部留保資金等で補填す

ることになっております。 

 最後に、議案第９号、令和７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算につ

いて提案理由を申し上げます。 

 業務の予定量は、年間患者数が入院で６，９３５人、外来が２万７，２１６人、

介護医療院の入所は１万３，１４０人を見込み予算編成をしております。 

 収益的収支では収入が１１億６，６３８万円で、前年度比１１８万３，０００円

の減、支出が１１億６，６１１万１，０００円で、前年度比１，７２５万７、００

０円の増となり、２６万９，０００円の黒字の編成となっております。 

 資本的収支につきましては、収入が１億３，７８７万７，０００円で、前年度比

５，３７５万８，０００円の増、支出が１億７，２５９万円で、前年度比１，６０

０万円の増となっております。 

 なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金をもって補填することとなっ

ております。 

 以上、８会計の新年度予算につきまして概要を申し上げました。なお、詳細につ

きましては担当課長より、また事務長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますようよろしくお願いを申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 企画財政担当課長、加瀬博子君。 
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企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 議案第２号、令和７年度東庄町一般会計予算について内容の説明を申し上げます。 

 なお、細部につきましては、この後、予算決算常任委員会へ付託される予定と伺

っておりますので、私からは概要のみを申し上げます。あらかじめご了承いただき

ますよう、お願いいたします。 

 それでは、お手元の予算参考資料によりご説明をいたします。予算参考資料の１

ページをお願いいたします。 

 令和７年度の歳入予算につきまして、款ごとに令和６年度と比較し、その構成比

を示したものでございます。 

 歳入で大きく増加したものが、１１款・地方交付税、１９款・繰入金です。 

 地方交付税は２３億６，０００万円、前年度比で９，０００万円、４．０％の増

となっております。物価高騰などによる国の単価基準の増により、普通交付税の増

額を見込んでおります。 

 続きまして、繰入金は４億３，３１６万３，０００円で、前年度比１億７，３２

７万２，０００円、６６．７％の増となっております。こちらは、歳出予算の役場

庁舎空調設備更新工事に対する財源として繰入れを行うものです。 

 反対に大きく減少しましたものが、１６款・県支出金で４億３，９７９万円とな

り、前年度比で１億１，８１８万７，０００円、２１．２％の減となっております。

こちらは令和６年度の畜産関係補助金の減によるものです。 

 続きまして、歳出予算について概要を申し上げますので、２ページをお願いいた

します。 

 増減の大きいものについてのみ申し上げます。 

 まず、２款・総務費１１億４，０７０万１，０００円、前年度比で１億９，１４

３万４，０００円、２０．２％の増となっております。こちらは、先程ご説明いた

しました役場庁舎の空調設備更新事業が増額の主な要因となっております。 

 次に、３款・民生費１８億１，３７５万９，０００円、前年度比１億１８５万３，

０００円、５．９％の増となっております。こちらは児童手当の拡充や自立支援給

付費などの社会保障経費の増額が主な増加要因となっております。 

 次に、４款・衛生費９億４，７４３万６，０００円、前年度比で８，５０８万２，

０００円、８．２％の減となっております。東庄病院への繰出金の減額が主な要因
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となっております。 

 次に、５款・農林水産業費３億６２０万円、前年度比で１億８，８０３万７，０

００円、３８．０％の減となっております。こちらは令和６年度の畜産関係補助金

の減によるものです。 

 次に、９款・教育費９億１万２，０００円、前年度比で９，８７８万７，０００

円、１２．３％の増となっております。こちらは東庄小学校体育館の空調設備設置

事業が主な増加要因となっております。 

 増減の大きいものは以上となります。 

 なお、右側の円グラフは目的別歳出予算の款ごとの構成比を表したものでござい

ますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 次の３ページは、歳出予算について性質別ごとに表したものでございます。 

 最も金額の大きいものは、消費的経費の補助費等で１４億４，９８６万６，００

０円となり、構成比は２１．８％となっております。 

 ２番目に金額が大きいものが人件費の１１億７，１２６万７，０００円で、構成

比は１７．６％となっております。人件費につきましては、給与改定や職員数の増

などにより増額となっております。 

 ３番目に金額が大きいものが、物件費の１１億３，５１２万円で、構成比は１７．

０％となっております。 

 以上、性質別歳出予算の主立ったものを申し上げました。 

 次の４ページ、５ページは、ただいま申し上げました歳出予算について、４ペー

ジで節別、５ページは性質別の歳出予算を款ごとに集計した表となっておりますの

で、後ほどご参照いただければと思います。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ここでは町全体の予算規模についてご説明いたします。左の表では一般会計を初

め、全８会計の予算につきまして、前年度予算と比較して増減額と増減率を記載し

てございます。 

 ８会計の総額は、１２２億５，２３３万２，０００円となりまして、前年度と比

較しますと、２億７，２１７万４，０００円、２．３％の増となっております。 

 また、右の表は、一般会計から特別会計や企業会計への繰出金を表したものでご

ざいます。７会計のうち６会計に繰出しを行っており、総額は８億４，８７７万９，
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０００円となり、前年度比で６，８０３万８，０００円、７．４％の減となってお

ります。 

 ７ページをお願いいたします。こちらの表は一般会計から一部事務組合などへの

負担の状況を前年度と比較して示したものでございます。 

 総額は６億５，５６４万４，０００円で、３，７５８万１，０００円、６．１％

の増となっております。なお、一番上の香取市東庄町病院組合の解散に伴う精算金

につきましては、令和６年度をもって終了となっております。 

 次の８ページ、９ページは、一部事務組合の令和７年度事業概要となっておりま

す。 

 次の１０ページから１４ページでは、令和７年度予算に盛り込んだ課ごとの主要

な事業についての一覧となっておりますので、予算書と併せてご参照いただきたい

と思います。 

 これで参考資料の説明を終わらせていただきまして、次に、予算書の１ページを

お願いいたします。 

 ただいま一般会計予算の第１条、歳入歳出予算について申し上げましたが、これ

から第２条以下についてご説明いたします。 

 第２条以下につきまして、地方自治法の規定に基づいて定めるものとなっており

ます。 

 第２条は債務負担行為でございまして、後年度の債務を負担することについて定

めるものです。８ページに記載してございます。 

 第３条は地方債でございまして、起こすことが出来る地方債について定めるもの

となっており、９ページに記載してございます。 

 第４条で、一時借入金でございますが、年度内において歳計現金に不足が生じた

場合、その支払資金の不足を補うため、借入れ出来る最高額を定めるもので、その

額を２億円とする内容でございます。 

 第５条は歳出予算の流用でございまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用す

ることが出来る場合を規定しております。各項に計上した給料、職員手当及び共済

費に係る予算額に過不足を生じた場合において、同一款内でのこれらの経費の各項

間の流用が出来ると定めております。 

 以上で、令和７年度東庄町一般会計予算の内容説明を終わらせていただきます。
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よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第３号、令和７年度東庄町国民健康保険特別会計予算につきまし

てご説明申し上げます。 

 予算参考資料を使って概要を説明させていただきます。参考資料の１５ページを

お願いいたします。 

 初めに歳入からご説明いたします。 

 歳入合計は１６億３，１３３万２，０００円で前年度比較マイナス９５６万４，

０００円、０．６％の減額でございます。 

 主な減額の要因は、被保険者数の減少に伴う関連支出額の減でございます。 

 それでは、左の表を使って主なものをご説明させていただきます。 

 １款・国民健康保険税は３億１，６８８万２，０００円、前年度比較マイナス９

２９万６，０００円、２．８％の減。 

 減額の要因は、被保険者数の減少によるものでございます。 

 ５款・県支出金は１１億３，７０５万１，０００円で、前年度比較マイナス１６

９万９，０００円、０．１％の減。右の円グラフにおいて、全体の６９．７％を占

めております。 

 減額の主な要因は、被保険者数の減少に伴う特別交付金の減額を見込んでおりま

す。 

 ７款・繰入金は１億４，４９８万７，０００円で、前年度比較４８０万５，００

０円、３．４％の増。内訳は、一般会計からの法定繰入金並びに基金繰入金です。 

 増額の要因は、新たに基金繰入金を計上したことによるものでございます。 

 ８款・繰越金は２，０００万円で、５００万円の減。歳入が歳出に不足する額を

計上しております。 

 ９款・諸収入は１，１６７万３，０００円、前年度比較９５万円、８．９％の増。 

 増額の主な要因は、後期高齢者の被保険者数の増加に伴う健康診査業務受託料の

増額を見込んでおります。 

 続きまして、歳出についてご説明します。次の１６ページをお願いいたします。 
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 歳出合計１６億３，１３３万２，０００円、歳入と同額でございます。 

 ２款・保険給付費は１１億４５１万４，０００円で、前年度比較５万９，０００

円の増、ほぼ横ばいとなっております。医療機関等へ支払う療養給付費等でござい

ます。 

 ３款・国民健康保険事業費納付金は４億９０６万４，０００円で前年度比較マイ

ナス１，０１３万９，０００円、２．４％の減。国民健康保険の財政運営主体であ

る千葉県に対して支出する納付金でございます。 

 ５款・保健事業費は７，０１１万５，０００円で前年度比較１１７万２，０００

円、１．７％の増。主な内容は、特定健診委託料及び保健衛生係職員４人分の人件

費を含む保健センター事業費並びに東庄病院へ委託している短期人間ドック委託料

でございます。 

 ８款・諸支出金は２２７万６，０００円、前年度比較マイナス１５９万７，００

０円で４１．２％の減。主なものは国保税の過誤納還付金及び繰出金となっており

ます。 

 減額の主な要因は、東庄病院に支出する直営診療施設勘定繰出金の減額分でござ

います。 

 以上で令和７年度東庄町国民健康保険特別会計予算の概要説明を終了いたします。 

 続きまして、議案第４号、令和７年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算につい

て説明いたします。 

 同じく参考資料の１８ページをお願いいたします。 

 令和７年度の予算合計額は、歳入歳出それぞれ２億２，５２０万４，０００円、

前年度比８１３万１，０００円、３．７％の増額でございます。 

 それでは、歳入の主なものからご説明申し上げます。 

 １款・後期高齢者医療保険料は１億６，８７４万５，０００円、前年度比較６２

４万５，０００円、３．８％の増額で、右の円グラフにありますように歳入全体の

７４．９％を占めております。 

 増額の主な要因は、被保険者数の増によるものでございます。 

 ３款・繰入金は５，５１０万９，０００円で、前年度比較１６７万９，０００円、

３．１％の増。保険基盤安定制度に係る繰入金で、県からの繰入分と町負担分を合

わせた額でございます。 
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 次に、歳出の主なものをご説明申し上げます。 

 １款・総務費２９２万５，０００円は、電算システム関係などの一般管理費及び

保険料の徴収に係る経費でございます。 

 ２款・後期高齢者医療広域連合納付金は２億２，１８９万５，０００円で、前年

度比較７６４万６，０００円、３．６％の増。千葉県後期高齢者医療広域連合に支

出する納付金で、財源は歳入における保険料及び保険基盤安定繰入金となっており

ます。 

 以上で令和７年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終了いたします。

よろしくお願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 それでは、議案第５号、令和７年度東庄町食肉センター特別会計予算についてご

説明いたします。 

 予算参考資料の１９ページをお願いいたします。 

 令和７年度のと畜処理頭数は９万７，０００頭を見込み、令和６年度と同等の事

業量を見込んでおります。 

 歳入よりご説明いたします。 

 項目１の営業収益につきましては、令和６年度と同等の１億１，２６４万６，０

００円を見込んでおります。 

 次に、項目２の繰越金は４，８９２万円を見込み、前年度との比較では１，８５

８万４，０００円の増額となっております。 

 次に、項目３の財産収入でございますが、財政調整基金預金利子として７４万円

を見込み、前年度との比較では７３万４，０００円の増額となっております。 

 次に、項目４の諸収入については、歳計金預金利子及び雑入の受入項目として２，

０００円を計上しております。 

 歳入合計は１億６，２３０万８，０００円で、前年度と比較して１，９３１万８，

０００円の増額、率にして１３．５％の増となっております。 

 続きまして、歳出をご説明いたします。 

 項目１の営業費用でございますが、主な内訳は、食肉センター施設指定管理者東
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庄町食肉センター事業協同組合に支払う委託料として、前年度と同額の９，３９９

万６，０００円を計上しております。 

 次に、項目２の積立金でございますが、食肉センター特別会計財政調整基金とし

て４，０７４万円を計上いたしました。前年度と比較して１，５７３万４，０００

円の増額、率にして６２．９％の増となっております。これは昨今における資材価

格や人件費の高騰を考慮し、将来における大規模な改修工事に備えて基金積立額を

増額しております。 

 次に、項目３の繰出金でございますが、一般会計の繰出金で１，０００万円を計

上いたしました。前年度と同額となっております。 

 項目４の予備費は６７７万円を見込み、前年度と比較して２６１万円の減額、率

にして２７．８％の減となっております。 

 歳出合計は、歳入合計と同額の１億６，２３０万８，０００円とするものでござ

います。 

 以上で食肉センター特別会計の予算説明を終わりにします。内容の詳細につきま

しては予算決算常任委員会でご説明いたします。よろしくお願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第６号、令和７年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算に

ついてご説明申し上げます。 

 予算参考資料の２０ページをお願いいたします。 

 なお、この後、予算決算常任委員会に付託されると聞いておりますので、私から

は概略をご説明申し上げます。 

 初めに、歳入からご説明申し上げます。 

 １款・事業収入は２，２８０万８，０００円で、右側の円グラフにありますよう

に歳入全体の６４．１％を占めております。 

 前年度比７３２万８，０００円、４７．３％の増を見込んでおります。 

 増額の主な要因は、利用者の増加によるものでございます。 

 ２款・繰入金は、１，０７４万３，０００円で、前年度比５５５万８，０００円、

３４．１％の減を見込んでおります。これは歳入の不足分を一般会計からの繰入金
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で補うものでございます。 

 ３款・繰越金は、前年度繰越金として２００万円、前年度同額を見込んでおりま

す。 

 以上、歳入合計は３，５５７万円、前年度比１７７万２，０００円、５．２％の

増となっております。 

 続いて、歳出についてご説明申し上げます。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 １款・事業費は３，５４７万円で、右側の円グラフにありますように歳出全体の

９９．７％を占めております。前年度比１７７万２，０００円、５．３％の増を見

込んでおります。 

 事業費の主なものは、看護職員４名及び会計年度任用職員１名の人件費等でござ

います。 

 以上、歳出合計は歳入と同額の３，５５７万円、前年度比１７７万２，０００円、

５．２％の増となっております。 

 なお、下段の表には、令和２年度から令和６年度１２月までの年度別利用実績を

記載してございます。 

 以上で令和７年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算の説明を終わらせて

いただきます。 

 続きまして、議案第７号、令和７年度東庄町介護保険特別会計予算についてご説

明申し上げます。 

 予算参考資料の２２ページをお願いいたします。 

 なお、この後、予算決算常任委員会に付託されると聞いておりますので、私から

は概略をご説明申し上げます。 

 初めに歳入からご説明申し上げます。 

 １款・保険料につきましては、３億２，１０４万８，０００円、前年度比４４３

万１，０００円、１．４％の増を見込んでおります。これは６５歳以上の第１号被

保険者の保険料でございます。 

 ３款・国庫支出金、４款・支払基金交付金、５款・県支出金につきましては、介

護サービス利用に対する保険給付費及び地域支援事業費に要する費用に対する負担

額であり、介護保険法によりそれぞれ負担割合が定められております。 
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 ３款・国庫支出金３億３，４３２万８，０００円は、前年度比２１２万１，００

０円、０．６％の増。 

 ４款・支払基金交付金４億９２万６，０００円は、前年度比２６０万９，０００

円、０．７％の増。これは４０歳から６４歳の第２号被保険者の保険料でございま

す。 

 ５款・県支出金２億２，０２４万４，０００円は、前年度比１３２万８，０００

円、０．６％の増を見込んでおります。 

 ７款・繰入金は、一般会計及び介護給付費準備基金積立金からの繰入金として２

億７，５６５万５，０００円、前年度比９９２万３，０００円、３．７％の増を見

込んでおります。 

 ８款・繰越金につきましては、前年度繰越金として１３８万２，０００円を見込

んでおります。 

 以上、歳入合計は１５億５，４６７万５，０００円、前年度比２，０８２万１，

０００円、１．４％の増となっております。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。２３ページをお願いいたします。 

 １款・総務費については４，９２２万９，０００円、前年度比９９８万１，００

０円、２５．４％の増を見込んでおります。 

 増額の要因は、介護認定審査会をペーパーレス会議にするための経費などによる

ものでございます。 

 ２款・保険給付費は１４億３，８７９万円で、右側の円グラフにありますように、

歳出全体の９２．５％を占めており、前年度比２４７万円、０．２％の増を見込ん

でおります。 

 ３款・地域支援事業費につきましては、６，４４５万３，０００円、前年度比８

０８万２，０００円、１４．３％の増を見込んでおります。 

 増額の要因は、介護予防相当の通所介護の負担が増加したことによるものでござ

います。 

 ５款・諸支出金１２０万２，０００円につきましては、高額介護サービス費貸付

金などで前年度比２８万８，０００円、３１．５％の増を見込んでおります。 

 ６款・予備費１００万円につきましては、前年度と同額を見込んでおります。 

 以上、歳出合計は、歳入と同額の１５億５，４６７万５，０００円、前年度比２，
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０８２万１，０００円、１．４％の増となっております。 

 なお、２４ページにつきましては、令和２年度から令和６年度１０月までの第１

号被保険者数、要介護・要支援認定者数、居宅介護・施設介護の各サービスの受給

者数を記載しておりますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上で、令和７年度東庄町介護保険特別会計予算の説明を終わらせていただきま

す。よろしくお願い申し上げます。 

議長（板寺正範君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 それでは、議案第８号、令和７年度東庄町水道事業会計予算について内容の説明

を申し上げます。 

 予算参考資料の２５ページをお願いいたします。 

 初めに、令和７年度水道事業の１、業務の予定量についてでございます。 

 年度末給水戸数４，０２７戸、年間総給水量１４９万６，４１４立方メートル、

１日平均給水量４，１００立方メートル、普及率８６．０％を見込み予算編成をい

たしました。 

 次に、右上の水道事業会計予算状況をご覧ください。 

 収益的収入及び支出予算の収入では４億３，７５３万１，０００円、支出では４

億３，４２７万７，０００円、収支差引で３２５万４，０００円の純利益となって

おります。 

 次に、左側の表をご覧ください。 

 収益的収入のうち、営業収益では３億５，３４３万７，０００円で、前年度との

比較では１，６４０万９，０００円の減。率にして４．４％の減となっております。 

 給水収益は３億４，５６７万２，０００円となりまして、全体の７９．０％を占

めております。 

 また、営業外収益につきましては、８，４０９万３，０００円で、前年度と比較

し１，６４２万７，０００円の増となっております。 

 営業外収益のうち、一般会計補助金は前年度同額の５，０００万円で、全体の１

１．４％となっております。県補助金は、２，６３９万９，０００円で、前年度と

比較して１，８５３万４，０００円の増、収益全体の６．０％となっております。 
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 次に、収益的支出のうち営業費用は４億２，８９１万１，０００円で、前年度と

比較して２８６万７，０００円の増、率にして０．７％の増となっております。 

 この内容でございますが、受水費が２億６，７００万９，０００円で、前年度と

比較して６２万５，０００円の増で、全体に占める割合は６１．５％となっており

ます。 

 減価償却費につきましては、３，６８８万９，０００円で、９４１万１，０００

円の減、人件費につきましては２，８２５万２，０００円で、職員の異動等により

１００万６，０００円の増となっております。 

 その他営業費用につきましては９，６７６万１，０００円で、前年度と比較して

１，０６４万７，０００円の増。 

 主な要因といたしまして、漏水調査委託料や過去に漏水した引込管の更新による

ものです。 

 次に、営業外費用は５１６万５，０００円で、前年度と比較して５万５，０００

円の減、率で１．１％減となっております。この内容につきましては支払利息の減

少によるものでございます。 

 続きまして、２６ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出予算についてご説明を申し上げます。 

 資本的収入はありません。 

 資本的支出は２億１，０２６万５，０００円で、収支差引で２億１，０２６万５，

０００円の不足となります。 

 この収支不足額は消費税等収支調整額１，８３９万８，０００円、過年度分損益

勘定留保資金１億９，１８６万７，０００円で補填するものでございます。 

 次に、下のグラフをご覧ください。 

 建設改良費が２億１０５万３，０００円で全体の９５．６％を占めております。 

 主な内容につきましては、重要給水管管路更新工事（笹川ろ）として１億３，３

２８万円、重要給水管の更新工事（谷津地先）１，３３２万円、配水管更新工事に

３，５２０万円を計上いたしました。 

 固定資産取得費１８０万円の主なものとして仕切弁設置工事に１００万円を計上

いたしました。 

 企業債償還金７４１万２，０００円につきましては、企業債の元金の償還でござ
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います。 

 以上で令和７年度東庄町水道事業会計予算についての説明を終わりにいたします。 

 なお、詳細につきましては予算決算常任委員会でご説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 それでは、議案第９号、令和７年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算に

ついて内容のご説明を申し上げます。 

 予算参考資料の２７ページをお願いいたします。 

 業務の予定量ですが、一般病床は３２床、介護医療院の定員は４６人となります。 

 年間診療日数は、入院・入所が３６５日、外来が２５２日となります。 

 なお、外来の診療につきましては、日曜、祭日及び年末年始の１２月２９日から

翌年１月３日までと毎月第１土曜日以外の土曜日が休診となります。 

 年間患者数につきましては、入院６，９３５人、１日平均１９人。外来２万７，

２１６人、１日平均１０８人。入所１万３，１４０人、１日平均３６人を見込んで

おります。 

 以上の業務予定量に基づきまして、令和７年度の収益的収支の予算編成をしてお

ります。 

 初めに、収益的収入ですが、医業収益は７億１，８５８万１，０００円を見込ん

でおります。 

 事業収益の内訳としましては、入院収益、外来収益、その他医業収益となります。 

 次に、福祉サービス収益は２億２，５６８万２，０００円を見込んでおります。

こちらは介護医療院の収益となります。 

 次に、医業外収益ですが、２億２，２０１万７，０００円を見込んでおります。 

 医業外収益の内訳としましては、負担金交付金、長期前受金戻入金、その他医業

外収益等となります。 

 特別利益は１０万円を見込んでおり、収益的収入の合計は１１億６，６３８万円、

前年度と比較して１１８万３，０００円の減となっております。 

 次に、資本的支出ですが、病院全体で一括購入するなどしているため、厳密に分
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けることが困難であり、病院事業収益に対する福祉サービス収益の割合で、材料費、

経費、減価償却費、その他医業費用を案分しての計上となっております。 

 まず、医業費用は８億４，３０３万１，０００円を見込んでおります。医業費用

の内訳としましては、１、給与費、職員と会計年度任用職員分の給与等から、５、

その他医業費用の内容となっております。 

 次に、福祉サービス費用は３億８３２万１，０００円、項目については医業費用

と同様となっております。 

 医業外費用は１，２６５万９，０００円を見込んでおります。医業外費用の内訳

としましては、支払利息、その他医業外費用等となります。 

 特別損失は前年と同額の１０万円を見込んでおります。 

 予備費も前年と同額の２００万円を見込んでおり、収益的支出の合計は１１億６，

６１１万１，０００円、前年度と比較して１，７２５万７，０００円の増を見込ん

でおります。 

 以上のように、収益的収支は、収入が１１億６，６３８万円、支出が１１億６，

６１１万１，０００円、収支差引は２６万９，０００円の黒字の予算編成となって

おります。 

 右側の円グラフは、ただいま説明をいたしました収益的収支について内訳の構成

割合を表したものです。なお、収益的支出の円グラフにつきましては、給与費から

その他医業費用まで医業費用分と福祉サービス費用分を合算して表示しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 資本的収支の予算となります。 

 まず、資本的収入は企業債、出資金、固定資産売却代金を合計して１億３，７８

７万７，０００円を見込んでおります。 

 その内訳の主なものは、建設改良事業に伴う企業債５，２００万円、出資金のう

ち一般会計出資金の企業債元金償還分が４，５８７万６，０００円、建設改良分が

４，０００万円となっております。 

 次に、資本的支出は、建設改良費、企業債元金償還金を合計して１億７，２５９

万円を見込んでおります。その内訳は、建設改良費のうち資産購入費分で１，９１

２万５，０００円、施設整備費分で８，２７２万６，０００円となっており、企業

債元金償還金が７，０７３万９，０００円となっております。 
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 なお、奨学資金貸付金は、申請者があった場合に補正予算で対応することとし、

当初予算には計上してございません。 

 建設改良費の内訳ですが、器具備品購入費の主なものは、ベッドの購入３６５万

円、公用車の購入、２台で５５０万円、こちらは医師送迎、リハビリ送迎等に利用

するものです。 

 また、工事費の主なものは本館雨漏りを修理するためのもので、本館屋根防水改

修工事３，３１５万６，０００円、本館エレベーター一部更新工事１，９５８万円

となっております。 

 これによりまして、資本的収入額が資本的支出額に不足する額３，４７１万３，

０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額７８万２，０００円と過年度分損益

勘定留保資金３，３９３万１，０００円で補填するものでございます。 

 なお、予算の詳細につきましては、予算決算常任委員会で説明をさせていただき

ます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（板寺正範君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております議案第２号から議案第９号までについては、会議

規則第３８条第１項の規定により、お手元の付託表のとおり所管の常任委員会に審

査の付託をします。 

 日程第１９、休会の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 委員会審査等のため、３月７日から１３日までの７日間を休会としたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（板寺正範君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、３月７日から１３日までの７日間を休会とすることに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 ３月１４日の会議は、議事の都合により午後２時３０分に繰り下げて開くことに
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します。予定の時刻にご参集願います。 

 本日はこれで散会します。ご苦労さまでした。 

（午後 ２時１８分 散会） 


